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（参考送付先）
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銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律の施行について（通達）

銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律（平成20年法律第86号。別添１。以

下「改正法」という。）が、平成20年12月５日に公布され、そのうち所持の禁止の対

象となる剣の範囲の拡大に係る規定については、公布の日から起算して１月を経過し

た日（平成21年１月５日）から施行されることとなった。改正法の趣旨、概要等は、

下記のとおりであるので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

また、改正法の成立に際し、参議院内閣委員会において、附帯決議（別添２）がな

されていることから、改正法の施行に当たっては、その趣旨を十分に踏まえることと

されたい。

なお、以下この通達において、改正法による改正後の銃砲刀剣類所持等取締法（昭

和33年法律第６号）を「法」という。

記

第１ 改正法の趣旨

平成19年12月に長崎県佐世保市で発生した散弾銃使用殺傷事件、平成20年６月に

東京都千代田区で発生した無差別殺人事件等、最近の銃砲刀剣類等を使用した凶悪

犯罪の発生状況等にかんがみ、銃砲刀剣類の使用、所持等に関する危害を防止する

ため、所持の禁止の対象となる剣の範囲を拡大するとともに、銃砲刀剣類の所持許

可の要件の厳格化、実包等の所持に関する規制の強化、銃砲刀剣類の所持者に対す

る監督の強化等の措置を講ずるものである。

第２ 改正法の概要

１ 所持の禁止の対象となる剣の範囲の拡大

刃渡り5.5センチメートル以上15センチメートル未満の剣を新たに所持の禁止

の対象とする。（法第２条関係）

２ 銃砲刀剣類の所持許可の要件の厳格化

(1) 銃砲刀剣類の所持許可に係る欠格事由の追加



破産手続開始の決定を受けたこと、禁錮以上の刑に処せられたこと、ストー
こ

カー行為をしたこと、配偶者に対する暴力行為をして裁判所から命令を受けた

こと、自殺をするおそれがあること等を銃砲刀剣類の所持許可に係る欠格事由

に追加する。（法第５条関係）

(2) 銃砲刀剣類の所持許可を取り消された者に係る欠格期間の延長

人の生命又は身体を害する罪に当たる違法な行為等を行い、これにより銃砲

刀剣類の所持許可を取り消された者の欠格期間を５年から10年に延長する。（法

第５条関係）

(3) 同居の親族に係る欠格事由の拡充

銃砲刀剣類の所持許可を受けようとする者に精神障害等の欠格事由に該当す

る同居の親族がある場合において、その同居の親族が当該許可の申請に係る銃

砲刀剣類を使用して他人の生命、身体若しくは財産若しくは公共の安全を害し、

又は自殺をするおそれがあると認められる者であるときは、許可をしないこと

ができることとする。（法第５条関係）

(4) 猟銃の所持許可に係る欠格事由の追加

銃砲刀剣類等を使用しないで人の生命又は身体を害する罪に当たる違法な行

為をしたことを猟銃の所持許可に係る欠格事由に追加する。（法第５条の２関

係）

(5) 高齢者に対する認知機能検査の導入

銃砲刀剣類の所持許可又はその更新を受けようとする者で75歳以上のもの

は、都道府県公安委員会が行う認知機能検査を受けなければならないこととす

る。（法第４条の３及び第５条関係）

(6) 所持許可に係る申請書への医師の診断書の添付の義務化

猟銃又は空気銃の所持許可に係る申請書には、医師の診断書であって内閣府

令で定める要件に該当するものを添付しなければならないこととする。（法第

４条の２関係）

(7) 射撃技能に関する講習の受講義務の新設

猟銃の所持許可の更新を受けようとする者は、都道府県公安委員会が行う射

撃技能に関する講習を受け、その課程を修了しなければならないこととする。

（法第５条の２及び第５条の５関係）

(8) 年少者による空気銃の所持の制限

ア 14歳以上18歳未満の者で所持許可を受けて空気銃を所持することができる

ものの範囲を、国際的な規模で開催される一定の空気銃射撃競技に参加する

選手等に限定する。（法第５条関係）

イ 14歳以上18歳未満の者で一定の空気銃射撃競技に参加する選手等であるも

のが、射撃指導を受けるために、射撃指導員が所持許可を受けて所持する空

気銃を所持することができる制度を導入する。（法第３条、第４条、第５条



の２、第８条、第９条の13から第９条の15まで、第10条の９、第11条、第11

条の３、第12条の３、第13条の２及び第24条関係）

(9) 銃砲の保管設備に係る審査の厳格化

銃砲の所持許可を受けようとする者が一定の基準に適合する保管設備を有し

ていない場合は、原則として、許可をしてはならないこととする。（法第５条

関係）

３ 実包等の所持に関する規制の強化

(1) 実包の所持状況の記録化

猟銃の所持許可を受けた者は、帳簿を備え、当該猟銃に適合する実包を製造

し、譲り渡し、譲り受け、交付し、交付され、消費し、又は廃棄したときは、

これに所定の事項を記載しなければならないこととする。（法第10条の５の２

関係）

(2) 実包等の保管に係る努力義務の新設

銃砲を保管する者は、同一の建物内に当該銃砲に適合する実包等を保管しな

いよう努めなければならないこととする。（法第10条の４関係）

(3) 実包の保管に係る監督の強化

報告徴収の対象に実包等の保管の状況を追加するとともに、必要があると認

めるときは、警察職員に、実包の保管場所に立ち入り、保管設備、帳簿等を検

査させることができることとする。（法第10条の６関係）

４ 銃砲刀剣類の所持者に対する監督の強化等

(1) 行政調査に関する規定の整備

都道府県公安委員会は、銃砲刀剣類の所持許可を受けた者が当該所持許可を

受けた後も引き続き所持許可の基準に適合しているかどうか等を調査するため

必要があると認めるときは、その者に対し必要な報告を求め、若しくはその指

定する医師の診断を受けるべきことを命じ、又は関係者に照会して必要な事項

の報告を求めることができることとする。（法第12条の３及び第13条の２関係）

(2) 調査を行う間における銃砲刀剣類の保管に関する規定の新設

都道府県公安委員会は、銃砲刀剣類の所持許可を受けた者が人に暴行を加え

る等の行為をし、かつ、その粗暴な言動等から判断して、欠格事由に該当する

疑いがあると認められる場合において、その者に当該許可に係る銃砲刀剣類を

保管させておくことが適当でないと認めるときは、当該銃砲刀剣類の提出を命

じ、調査を行う間、提出された銃砲刀剣類を保管することができることとする。

この場合において、当該保管の期間は、30日を超えることができないこととす

る。（法第11条の２及び第13条の３関係）

(3) 都道府県公安委員会に対する申出制度の新設

何人も、付近に居住する者等で銃砲刀剣類を所持するものが、その言動等か

ら当該銃砲刀剣類により人の生命、身体等を害するおそれがあると認めるとき



は、都道府県公安委員会に対し、その旨を申し出ることができることとする。

（法第29条関係）

(4) その他

ア 狩猟前の射撃の練習に係る努力義務の新設

猟銃の所持許可を受けた者は、狩猟期間ごとに、当該狩猟期間内において

初めて当該猟銃を使用して狩猟を行う前に、指定射撃場において当該猟銃に

よる射撃の練習を行うよう努めなければならないこととする。（法第10条の

２関係）

イ 猟銃又は空気銃の保管委託に関する規定の整備

猟銃又は空気銃の所持許可を受けた者は、必要に応じて、猟銃等保管業者

に当該猟銃又は空気銃の保管を委託することができることとする。（法第10

条の８関係）

ウ 猟銃の所持者に対する検査の対象への帳簿の追加

猟銃の所持許可を受けた者に対する検査の対象に、実包の所持状況につい

て記載した帳簿を追加する。（法第13条関係）

エ 銃砲刀剣類の譲渡し等に係る許可証の提示方法等の明確化

銃砲刀剣類の譲渡し等に当たり行う所持許可に係る許可証の提示等は、内

閣府令で定める方法により行わなければならないこととする。（法第21条の

２関係）

５ 猟銃安全指導委員制度の新設

都道府県公安委員会は猟銃の所持許可を受けた者であって人格識見に優れたも

ののうちから猟銃安全指導委員を委嘱することができることとし、猟銃安全指導

委員は猟銃の所持及び使用による危害を防止するための猟銃の所持者に対する助

言、民間団体の活動への協力等の職務を行うこととする。（法第28条の２関係）

６ その他の規定の整備

その他所要の規定を整備する。

７ 施行期日

(1) (2)及び(3)を除き、この法律は、公布の日から起算して１年を超えない範囲

内において政令で定める日から施行する。

(2) 所持の禁止の対象となる剣の範囲の拡大に係る規定については、公布の日か

ら起算して１月を経過した日から施行する。

(3) 銃砲刀剣類の所持者に対する監督の強化に係る規定（第２の４(1)から(3)ま

で）については、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において政令で

定める日から施行する。

第３ 所持の禁止の対象となる剣の範囲の拡大に係る運用上の留意事項

１ 新たに所持の禁止の対象となる刃渡り5.5センチメートル以上15センチメート

ル未満の「剣」とは、社会通念上、剣としての形態及び実質を備えたもの、すな



わち柄を付けて用いる左右均整の形状をした諸刃の鋼質性の刃物であって、先端

部が著しく鋭く、本来殺傷の用具としての機能を有するものを指し、いわゆるダ

ガーナイフのみを指すものではない点に留意すること。

２ 新たに所持の禁止の対象となるダガーナイフ等の回収・廃棄を確実に進めるた

め、関係業界団体等とも連携し、適切な広報活動により、その所持者に周知徹底

を図ること。また、警察署で引き取るなどして、ダガーナイフ等の回収に努める

こと。

３ 施行までの期間が短いことを踏まえ、できる限り速やかに、その趣旨及び内容

について、地域警察部門を含む警察職員に指導教養を徹底すること。

４ いわゆるサバイバルナイフのような片刃の刃物については、今回の範囲拡大の

対象には含まれないが、このようなものであっても、引き続き、刃体の長さが６

センチメートルを超えるものについては、業務その他正当な理由による場合を除

き、携帯が禁止されていることに留意し、必要な取締りを徹底すること。

（参考資料）

○ 銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律（平成20年法律第86号）新旧対照

条文（別添３）





















- 1 -

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
六
号
）
新
旧
対
照
条
文

○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可
（
第
四
条
―
第
十
三
条
の
四
）

第
二
章

銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可
（
第
四
条
―
第
十
三
条
の
二
）

第
三
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
三
章
〜
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
刀
剣
類
」
と
は
、
刃
渡
り
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
刀
剣
類
」
と
は
、
刃
渡
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

上
の
刀
、
や
り
及
び
な
ぎ
な
た
、
刃
渡
り
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
剣

の
刀
、
剣
、
や
り
及
び
な
ぎ
な
た
並
び
に
あ
い
く
ち
及
び
四
十
五
度
以
上
に
自

、
あ
い
く
ち
並
び
に
四
十
五
度
以
上
に
自
動
的
に
開
刃
す
る
装
置
を
有
す
る
飛

動
的
に
開
刃
す
る
装
置
を
有
す
る
飛
出
し
ナ
イ
フ
（
刃
渡
り
五
・
五
セ
ン
チ
メ

出
し
ナ
イ
フ
（
刃
渡
り
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
飛
出
し
ナ
イ
フ
で
、

ー
ト
ル
以
下
の
飛
出
し
ナ
イ
フ
で
、
開
刃
し
た
刃
体
を
さ
や
と
直
線
に
固
定
さ

開
刃
し
た
刃
体
を
さ
や
と
直
線
に
固
定
さ
せ
る
装
置
を
有
せ
ず
、
刃
先
が
直
線

せ
る
装
置
を
有
せ
ず
、
刃
先
が
直
線
で
あ
つ
て
み
ね
の
先
端
部
が
丸
み
を
帯
び

で
あ
つ
て
み
ね
の
先
端
部
が
丸
み
を
帯
び
、
か
つ
、
み
ね
の
上
に
お
け
る
切
先

、
か
つ
、
み
ね
の
上
に
お
け
る
切
先
か
ら
直
線
で
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
点
と

か
ら
直
線
で
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
点
と
切
先
と
を
結
ぶ
線
が
刃
先
の
線
に
対

切
先
と
を
結
ぶ
線
が
刃
先
の
線
に
対
し
て
六
十
度
以
上
の
角
度
で
交
わ
る
も
の

し
て
六
十
度
以
上
の
角
度
で
交
わ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

を
除
く
。
）
を
い
う
。

（
所
持
の
禁
止
）

（
所
持
の
禁
止
）

第
三
条

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
銃

第
三
条

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
銃

別添３



- 2 -

砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
試
験
若
し
く
は
研
究
の
た
め
、
第
五
条

二

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
試
験
若
し
く
は
研
究
の
た
め
、
第
五
条

の
三
第
一
項
若
し
く
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（

の
三
第
一
項
若
し
く
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
十
一
条
第
四
項
の
講
習
の
教
材
の
用

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
十
一
条
第
四
項
の
講
習
の
教
材
の
用

に
供
す
る
た
め
、
第
五
条
の
四
第
一
項
の
技
能
検
定
（
第
三
号
の
二
並
び
に

に
供
す
る
た
め
、
若
し
く
は
第
五
条
の
四
第
一
項
の
技
能
検
定
（
第
三
号
の

第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
技
能
検
定
」
と
い
う

二
並
び
に
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
技
能
検
定

。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
、
第
五
条
の
五
第
一
項
の
講
習
（
第
四
号
の
二
の

」
と
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
、
又
は
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た
め
所

二
並
び
に
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
の
二
に
お
い
て
「
技
能

持
す
る
場
合

講
習
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
、
又
は
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た

め
所
持
す
る
場
合

二
の
二
〜
三
の
二

（
略
）

二
の
二
〜
三
の
二

（
略
）

四

第
九
条
の
三
第
一
項
の
射
撃
指
導
員
（
第
四
号
の
六
、
第
三
条
の
三
第
一

四

第
九
条
の
三
第
一
項
の
射
撃
指
導
員
（
第
三
条
の
三
第
一
項
第
六
号
に
お

項
第
六
号
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
、
第
五
条
の
二
第
三
項
第
五
号
及

い
て
「
射
撃
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
指
定
射
撃
場
、
教
習
射
撃
場
又
は
練

び
第
八
条
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
射
撃
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
指
定

習
射
撃
場
に
お
い
て
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
よ
る
射
撃
の
指
導
を
行
う
た
め
当

射
撃
場
、
教
習
射
撃
場
又
は
練
習
射
撃
場
に
お
い
て
猟
銃
又
は
空
気
銃
に
よ

該
指
導
を
受
け
る
者
が
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て

る
射
撃
の
指
導
を
行
う
た
め
当
該
指
導
を
受
け
る
者
が
第
四
条
又
は
第
六
条

所
持
す
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
所
持
す
る
場
合

の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
す
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
所
持
す
る
場

合
四
の
二

第
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
教
習
射
撃
指
導
員
（
次
号
、
第
三
条

四
の
二

第
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
教
習
射
撃
指
導
員
（
第
三
条
の
三
第

の
三
第
一
項
第
七
号
及
び
第
五
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
「
教
習
射
撃
指
導

一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
教
習
射
撃
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
第
九
条
の
五

員
」
と
い
う
。
）
が
第
九
条
の
五
第
一
項
の
射
撃
教
習
（
以
下
こ
の
号
及
び

第
一
項
の
射
撃
教
習
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
条
の
三
第
一
項
第
七
号
に
お

第
三
条
の
三
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
射
撃
教
習
」
と
い
う
。
）
を
行
う

い
て
「
射
撃
教
習
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
、
又
は
射
撃
教
習
を
受
け
る

た
め
、
又
は
射
撃
教
習
を
受
け
る
者
が
当
該
射
撃
教
習
を
受
け
る
た
め
第
九

者
が
当
該
射
撃
教
習
を
受
け
る
た
め
第
九
条
の
六
第
二
項
の
教
習
用
備
付
け
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条
の
六
第
二
項
の
教
習
用
備
付
け
銃
（
第
四
号
の
四
及
び
第
三
条
の
三
第
一

銃
（
第
四
号
の
四
及
び
第
三
条
の
三
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
教
習
用
備

項
第
七
号
に
お
い
て
「
教
習
用
備
付
け
銃
」
と
い
う
。
）
を
所
持
す
る
場
合

付
け
銃
」
と
い
う
。
）
を
所
持
す
る
場
合

四
の
二
の
二

技
能
講
習
従
事
教
習
射
撃
指
導
員
（
教
習
射
撃
指
導
員
で
あ
つ

て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
第
五
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
講

習
に
関
す
る
事
務
を
教
習
射
撃
場
を
管
理
す
る
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い

て
当
該
技
能
講
習
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
も
の
を
い
う
。
第
三
条
の
三

第
一
項
第
五
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当
該
技
能
講
習
に
関
す
る
事
務

の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
技
能
講
習
を
受
け
る
者
が
第
四
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
す
る
猟
銃
を
所
持
す
る
場
合

四
の
三
〜
四
の
五

（
略
）

四
の
三
〜
四
の
五

（
略
）

四
の
六

第
九
条
の
十
五
第
一
項
第
一
号
の
年
少
射
撃
資
格
者
（
第
四
条
第
一

項
第
五
号
の
二
及
び
第
五
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
「
年
少
射
撃
資
格
者
」

と
い
う
。
）
が
、
指
定
射
撃
場
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃
指
導
員
の
指
導
の
下
に
空
気
銃
射
撃
競
技

の
た
め
の
空
気
銃
の
射
撃
の
練
習
を
行
い
又
は
当
該
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参

加
す
る
た
め
、
当
該
射
撃
指
導
員
の
監
督
を
受
け
て
当
該
許
可
に
係
る
空
気

銃
を
所
持
す
る
場
合

五

第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
又
は
け
ん
銃
の
保
管
の
委
託

五

第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
の
保
管
の
委
託
を
受
け
た
者

を
受
け
た
者
が
そ
の
委
託
に
係
る
空
気
銃
又
は
け
ん
銃
を
同
条
第
二
項
の
規

が
そ
の
委
託
に
係
る
け
ん
銃
を
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
の
た
め
所

定
に
よ
り
保
管
の
た
め
所
持
す
る
場
合

持
す
る
場
合

六
〜
十
三

（
略
）

六
〜
十
三

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

第
三
条
の
三

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は

第
三
条
の
三

何
人
も
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
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、
実
包
の
う
ち
け
ん
銃
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で

、
実
包
の
う
ち
け
ん
銃
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で

定
め
る
も
の
（
以
下
「
け
ん
銃
実
包
」
と
い
う
。
）
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い

定
め
る
も
の
（
以
下
「
け
ん
銃
実
包
」
と
い
う
。
）
を
所
持
し
て
は
な
ら
な
い

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

試
験
若
し
く
は
研
究
の
た
め
又
は
技
能
検
定
若
し
く
は
技
能
講
習
の
用
に

二

試
験
若
し
く
は
研
究
の
た
め
又
は
技
能
検
定
の
用
に
供
す
る
た
め
銃
砲
を

供
す
る
た
め
銃
砲
を
所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
当
該
銃
砲

所
持
す
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
当
該
銃
砲
に
適
合
す
る
け
ん
銃

に
適
合
す
る
け
ん
銃
実
包
を
こ
れ
ら
の
職
務
の
た
め
所
持
す
る
場
合

実
包
を
こ
れ
ら
の
職
務
の
た
め
所
持
す
る
場
合

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

五
の
二

技
能
講
習
に
関
す
る
事
務
の
用
に
供
す
る
た
め
、
当
該
技
能
講
習
を

受
け
る
者
が
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
す

る
猟
銃
を
所
持
す
る
技
能
講
習
従
事
教
習
射
撃
指
導
員
が
、
当
該
猟
銃
に
適

合
す
る
け
ん
銃
実
包
を
当
該
技
能
講
習
に
関
す
る
事
務
の
用
に
供
す
る
た
め

所
持
す
る
場
合

六
〜
十
一

（
略
）

六
〜
十
一

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
許
可
）

（
許
可
）

第
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
所
持
し
よ
う
と
す
る
銃
砲

第
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
所
持
し
よ
う
と
す
る
銃
砲

又
は
刀
剣
類
ご
と
に
、
そ
の
所
持
に
つ
い
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

又
は
刀
剣
類
ご
と
に
、
そ
の
所
持
に
つ
い
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

狩
猟
、
有
害
鳥
獣
駆
除
又
は
標
的
射
撃
の
用
途
に
供
す
る
た
め
、
猟
銃
又

一

狩
猟
、
有
害
鳥
獣
駆
除
又
は
標
的
射
撃
の
用
途
に
供
す
る
た
め
、
猟
銃
又

は
空
気
銃
（
空
気
け
ん
銃
を
除
く
。
）
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
（
第
五
号

は
空
気
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
（
第
四
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

の
二
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）
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五
の
二

年
少
射
撃
資
格
者
に
対
す
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃

射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
銃
の
射
撃
の
指
導
に
従
事
す
る
射
撃
指
導
員
で
、

当
該
指
導
の
用
途
に
供
す
る
た
め
空
気
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
も
の

六
〜
十

（
略
）

六
〜
十

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
許
可
の
申
請
）

（
許
可
の
申
請
）

第
四
条
の
二

（
略
）

第
四
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
許
可
申
請
書
が
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許
可
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
許
可
申
請
書
に
は
、

医
師
の
診
断
書
で
あ
つ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
許
可
申
請
書
に
は
、
内
閣
府
令
で

２

前
項
の
許
可
申
請
書
に
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
認
知
機
能
検
査
）

第
四
条
の
三

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以

上
の
も
の
は
、
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

公
安
委
員
会
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
介
護
保
険
法
（
平
成

九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
記
憶
機
能
及
び
そ

の
他
の
認
知
機
能
（
以
下
単
に
「
認
知
機
能
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
受
け
た
者
で
当
該
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検
査
の
結
果
が
認
知
機
能
に
関
し
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

に
対
し
、
そ
の
者
が
介
護
保
険
法
第
八
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
そ
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け
、
当
該
医
師
の

診
断
書
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
確
認
及
び
番
号
又
は
記
号
の
打
刻
）

（
確
認
及
び
番
号
又
は
記
号
の
打
刻
）

第
四
条
の
四

（
略
）

第
四
条
の
三

（
略
）

（
許
可
の
基
準
）

（
許
可
の
基
準
）

第
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う

第
五
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
許
可
申
請
書
若
し

と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
許
可
申
請
書
若
し

く
は
そ
の
添
付
書
類
中
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し

く
は
そ
の
添
付
書
類
中
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し

く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可
を
し
て
は

く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

一

十
八
歳
に
満
た
な
い
者
（
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

一

十
八
歳
に
満
た
な
い
者
（
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

で
、
国
際
的
な
規
模
で
開
催
さ
れ
る
政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃

で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た

射
撃
競
技
に
参
加
す
る
選
手
又
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
歳
に
満
た
な
い
者
）

政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
歳
に
満
た
な

い
者
）

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

三

精
神
障
害
若
し
く
は
発
作
に
よ
る
意
識
障
害
を
も
た
ら
し
そ
の
他
銃
砲
若

二

精
神
障
害
若
し
く
は
発
作
に
よ
る
意
識
障
害
を
も
た
ら
し
そ
の
他
銃
砲
若

し
く
は
刀
剣
類
の
適
正
な
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
と

し
く
は
刀
剣
類
の
適
正
な
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
と

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
つ
て
い
る
者
又
は
介
護
保
険
法
第
八
条
第

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
つ
て
い
る
者
又
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九

十
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者
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四

（
略
）

三

（
略
）

五

自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の
判
別
に
従
つ
て
行
動
す
る
能

四

自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の
判
別
に
従
つ
て
行
動
す
る
能

力
が
な
く
、
又
は
著
し
く
低
い
者
（
第
一
号
、
第
三
号
又
は
前
号
に
該
当
す

力
が
な
く
、
又
は
著
し
く
低
い
者
（
前
三
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

る
者
を
除
く
。
）

六

（
略
）

五

（
略
）

七

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
同

六

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
又
は
同
条
第
三
項
、
第
四
項
若
し

を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
同
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
し
た
こ

く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

と
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
及
び
同
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定

を
経
過
し
て
い
な
い
者

に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）

八

第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
り

許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

九

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
三
項
、
第
四

七

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規

項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
及
び

定
に
よ
る
許
可
の
取
消
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
が
公
示
さ
れ
た

場
所
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
当
該
処
分
を
し
な
い

日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
当
該
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日

こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
処
分
に
係
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
譲

ま
で
の
間
に
当
該
処
分
に
係
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、
そ
の
他
自

り
渡
し
、
そ
の
他
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
者

己
の
意
思
に
基
づ
い
て
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
者
（
銃
砲
又
は
刀
剣
類

（
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
な

を
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
な
理
由
が
あ
る
者
を
除

理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
で
当
該
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
起

く
。
）
で
当
該
所
持
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

算
し
て
五
年
（
同
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
処
分
に
係

し
て
い
な
い
も
の

る
者
に
あ
つ
て
は
、
十
年
）
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

十

第
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
同
項
の
規
定
に

よ
り
第
九
条
の
十
三
第
二
項
の
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
（
以
下
こ
の
号
及
び

次
号
に
お
い
て
「
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
さ
れ
、

又
は
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
取
り
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消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

十
一

第
十
一
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
同
項
の
規
定

に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者

十
二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

こ

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の

十
三

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
れ
ら
に

八

第
三
条
第
一
項
、
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は

基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
又
は
火
薬
類
取
締
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規

第
三
条
の
四
か
ら
第
三
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
て
又
は
第
三
十
一

定
の
適
用
を
受
け
る
火
薬
類
に
つ
い
て
同
法
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

条
の
十
二
、
第
三
十
一
条
の
十
三
、
第
三
十
一
条
の
十
五
、
第
三
十
一
条
の

の
規
定
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら

十
七
、
第
三
十
一
条
の
十
八
第
一
号
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
号
の
罪
を

れ
た
者
で
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

犯
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、

な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し

て
い
な
い
も
の

十
四

次
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
行
為
を
し
て
罰
金
の
刑

九

次
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
行
為
を
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

れ
た
者
で
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
前
号

な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
前
号
に
該
当
す

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

る
者
を
除
く
。
）

十
五

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

八
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
し
、
同
法
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
告
を
受
け
、
又
は
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

十
六

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
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た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

十
七

（
略
）

十

（
略
）

十
八

他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
若
し
く
は
公
共
の
安
全
を
害
し
、

十
一

他
人
の
生
命
若
し
く
は
財
産
又
は
公
共
の
安
全
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

又
は
自
殺
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る

る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除

者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

く
。
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の

規
定
に
よ
る
検
査
を
受
け
ず
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
応
じ

な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

２

（
略
）

４

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
所
持
の
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
保
管
設
備
を
有
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
当
該
銃
砲
の
保
管
を
専
ら
第
十
条
の
五
又
は
第
十
条

の
八
の
規
定
に
よ
り
他
の
者
に
委
託
し
て
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
に
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
又
は
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で

る
者
に
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
該
当
す
る
同
居
の
親
族
（
配
偶
者
に

に
該
当
す
る
同
居
の
親
族
（
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

つ
い
て
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
条
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

第
八
条
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
同
居
の
親

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
同
居
の
親
族
が
当
該
許
可
の
申
請
に
係
る
銃
砲
又

族
が
当
該
許
可
の
申
請
に
係
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
使
用
し
て
他
人
の
生
命
、

は
刀
剣
類
を
使
用
し
て
他
人
の
生
命
若
し
く
は
財
産
又
は
公
共
の
安
全
を
害
す

身
体
若
し
く
は
財
産
若
し
く
は
公
共
の
安
全
を
害
し
、
又
は
自
殺
を
す
る
お
そ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
許
可
を
し
な
い
こ
と
が

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
。

。
（
削
る
。
）

４

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
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る
者
が
第
十
条
の
四
又
は
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な

い
と
き
は
、
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
許
可
の
基
準
の
特
例
）

（
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
許
可
の
基
準
の
特
例
）

第
五
条
の
二

（
略
）

第
五
条
の
二

（
略
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の

所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

合
に
お
い
て
は
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
罪
（
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年

二

銃
砲
、
刀
剣
類
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
準
空
気
銃
又
は

以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
も
の
に
限
る
。
）
で
政
令
で
定
め
る

第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
刃
物
（
第
二
十
四
条
の
二
に
お
い
て
「
銃
砲
刀
剣

も
の
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い

類
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
、
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
罪
そ
の

な
い
者

他
の
凶
悪
な
罪
（
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く

は
禁
錮
に
当
た
る
も
の
に
限
る
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
当
た
る
違
法

こ

な
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

三

銃
砲
、
刀
剣
類
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
準
空
気
銃
又
は

第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
刃
物
（
第
二
十
四
条
の
二
に
お
い
て
「
銃
砲
刀
剣

類
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
、
前
号
に
規
定
す
る
罪
以
外
の
凶
悪
な
罪

（
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た

る
も
の
に
限
る
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
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所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

現
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
し
よ
う

一

現
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
所
持
し
よ
う

と
す
る
種
類
の
猟
銃
を
所
持
し
て
い
る
者
（
当
該
猟
銃
に
係
る
第
五
条
の
五

と
す
る
種
類
の
猟
銃
を
所
持
し
て
い
る
者

第
二
項
の
技
能
講
習
修
了
証
明
書
（
次
号
に
お
い
て
「
技
能
講
習
修
了
証
明

書
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て

三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
又
は
当
該
種
類
の
猟
銃
に
係
る
射
撃
競
技
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
参
加
す
る
選
手
若
し
く
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で

あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
に
限
る
。
）

二

海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

二

海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

、
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

、
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
者
で
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
な

な
か
つ
た
者
で
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
な

い
も
の
（
当
該
許
可
を
受
け
て
所
持
し
て
い
た
猟
銃
に
係
る
技
能
講
習
修
了

い
も
の

証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃
に
係
る
射
撃
指
導
員

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

５

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に

猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
号
中
「
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る

つ
い
て
は
、
同
号
中
「
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る

の
は
、
「
第
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
が
効
力
を
失
つ
た
日
前

の
は
、
「
第
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
許
可
が
効
力
を
失
つ
た
日
前

に
お
い
て
継
続
し
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許

に
お
い
て
継
続
し
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許

可
を
受
け
て
い
た
期
間
と
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第

可
を
受
け
て
い
た
期
間
と
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
し
て
第
四
条
第
一
項
第
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一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
継
続
し

一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
日
以
後
に
お
い
て
継
続
し

て
同
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
期
間
と
を
通
算
し

て
同
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
期
間
と
を
通
算
し

て
十
年
以
上
同
号
」
と
す
る
。

て
十
年
以
上
同
号
」
と
す
る
。

６

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許

可
の
申
請
に
係
る
空
気
銃
が
空
気
け
ん
銃
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
空
気
け
ん

銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
年
少
射
撃
資
格
者
に
対
す
る
政
令

で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
け
ん
銃
射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
け
ん
銃
の
射

撃
の
指
導
に
従
事
す
る
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
か
ら

推
薦
さ
れ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
技
能
検
定
）

（
技
能
検
定
）

第
五
条
の
四

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

第
五
条
の
四

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
第
五
条
の
二
第
三
項
各
号
の

猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
第
五
条
の
二
第
三
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
指

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
指

定
す
る
猟
銃
を
使
用
し
て
、
そ
の
所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃
に
係
る
猟

定
す
る
猟
銃
を
使
用
し
て
、
そ
の
所
持
し
よ
う
と
す
る
種
類
の
猟
銃
に
係
る
猟

銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
検
定
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
検
定
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
第
五
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
除
く
。
）
及
び

、
第
五
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
（
第

第
五
条
の
二
（
第
三
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
な

三
項
を
除
く
。
）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
な
い
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号

い
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
る

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
る
資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ

資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
技
能
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

る
者
は
、
技
能
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
）

第
五
条
の
五

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
現
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
受
け
て
猟
銃
を
所
持
し
て
い
る
も
の
を
受
講
者
と
し
て
、
当
該
種

類
の
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
講
習

を
受
け
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
技
能
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
技
能
講
習
修
了
証
明
書
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

４

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
講

習
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
当
該
講
習
に
係
る
種
類
の
猟
銃
に
係
る
教
習
射
撃

場
を
管
理
す
る
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

教
習
射
撃
場
を
管
理
す
る
者
は
、
当
該
講
習
に
関
す
る
事
務
を
教
習
射
撃
指
導

員
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
競
技
に
参
加
す
る
外
国
人
に
対
す
る
許
可
の
特
例
）

（
国
際
競
技
に
参
加
す
る
外
国
人
に
対
す
る
許
可
の
特
例
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
四
条
の
二
（
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
第
一
項
の
外
国
人
に
つ
い

３

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
第
一
項
の
外
国
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
住
所
地
又
は
法
人
の

合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
」
と

事
業
場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
、
「
出
入
国
港
の
所
在
地
」
と
読
み
替
え
る

あ
る
の
は
、
「
出
入
国
港
の
所
在
地
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。
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（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
許
可
の
更
新
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
許
可
の
更
新
）

第
七
条
の
三

（
略
）

第
七
条
の
三

（
略
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
の
申
請
が
あ

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
の
申
請
が
あ

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
を
し
た
者
及
び
申
請
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
が

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
を
し
た
者
及
び
申
請
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
が

第
五
条
（
第
一
項
第
一
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
（
第
六
項
を
除
く
。

第
五
条
（
第
一
項
第
一
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
の
許
可
の
基
準
に
適

）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
許
可
の
更
新
を
し
な

合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
許
可
の
更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
四
条
の
二
及
び
第
四
条
の
三
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更

３

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
申
請
書
を
提
出
し
た
日

」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
許
可
の
失
効
、
許
可
証
の
返
納
及
び
仮
領
置
）

（
許
可
の
失
効
、
許
可
証
の
返
納
及
び
仮
領
置
）

第
八
条

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

第
八
条

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

許
可
を
受
け
た
者
が
第
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
若
し
く
は

六

許
可
を
受
け
た
者
が
第
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
若
し
く
は

第
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
そ

第
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
そ
の
推
薦
を
取
り
消

の
推
薦
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
で

さ
れ
た
場
合
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
で
十
八
歳
に
満
た
な

十
八
歳
に
満
た
な
い
も
の
若
し
く
は
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
で
二

い
も
の
若
し
く
は
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
で
二
十
歳
に
満
た
な
い

十
歳
に
満
た
な
い
も
の
が
第
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
五
条
の
二
第

も
の
が
第
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
政

二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
そ
の
推
薦
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合

令
で
定
め
る
者
か
ら
そ
の
推
薦
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
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七

第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
第
九
条

の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
空
気
銃
に
係
る
射
撃
指
導
員
の
指
定
を
解
除
さ

れ
た
場
合

八

（
略
）

七

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

許
可
が
失
効
し
た
場
合
（
第
一
項
第
二
号
又
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の

６

許
可
が
失
効
し
た
場
合
（
第
一
項
第
二
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
の
理
由
が

理
由
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
失
効
し
た
場
合
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
失
効
し
た
場
合
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
た
者
又
は
失
効
し
た
許
可
に
係
る

お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
た
者
又
は
失
効
し
た
許
可
に
係
る
銃
砲
若

銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
者
は
、
当
該
許
可
が
失
効
し

し
く
は
刀
剣
類
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
者
は
、
当
該
許
可
が
失
効
し
た
日
か

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
日
以
内
に
、
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
所
持
に

ら
起
算
し
て
五
十
日
以
内
に
、
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
所
持
に
つ
い
て

つ
い
て
第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
又
は
当
該
銃

第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
又
は
当
該
銃
砲
若
し

砲
若
し
く
は
刀
剣
類
を
適
法
に
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
売
り
渡
し
、
贈

く
は
刀
剣
類
を
適
法
に
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
売
り
渡
し
、
贈
与
し
、

与
し
、
若
し
く
は
返
還
し
、
若
し
く
は
廃
棄
す
る
等
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣

若
し
く
は
返
還
し
、
若
し
く
は
廃
棄
す
る
等
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
を
所

類
を
所
持
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

持
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

の
場
合
に
お
け
る
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
に

に
お
け
る
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
に
限
り
、

限
り
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

７

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
許
可
が
失
効
し
た
場
合
に
お
い
て
、
人
の
生
命

７

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
許
可
が
失
効
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
人
の
生

、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

命
若
し
く
は
財
産
に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

る
と
き
、
又
は
前
項
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
た

き
、
又
は
前
項
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
た
者
（

者
（
当
該
許
可
を
受
け
て
い
た
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同

当
該
許
可
を
受
け
て
い
た
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
居
の

居
の
親
族
又
は
当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
存
す
る
場
所
を
管

親
族
又
は
当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
存
す
る
場
所
を
管
理
す

理
す
る
者
（
以
下
「
同
居
の
親
族
等
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同

る
者
（
以
下
「
同
居
の
親
族
等
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
居
の

居
の
親
族
等
）
又
は
死
亡
届
出
義
務
者
等
に
対
し
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提

親
族
等
）
又
は
死
亡
届
出
義
務
者
等
に
対
し
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を

出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
す
る
も
の
と
す
る
。

命
じ
、
提
出
さ
れ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
す
る
も
の
と
す
る
。
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８
〜

（
略
）

８
〜

（
略
）

10

10

（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
）

第
九
条
の
十
三

政
令
で
定
め
る
運
動
競
技
会
の
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す
る

選
手
又
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
推

薦
さ
れ
た
者
で
十
四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
指
定
射
撃
場

に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃

指
導
員
の
指
導
の
下
に
当
該
空
気
銃
射
撃
競
技
の
た
め
の
空
気
銃
の
射
撃
の
練

習
を
行
い
又
は
当
該
空
気
銃
射
撃
競
技
に
参
加
す
る
た
め
、
当
該
射
撃
指
導
員

の
監
督
を
受
け
て
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
を
所
持
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
、
そ
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日
、
当
該
射
撃
指
導
員

の
氏
名
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
認
定
申
請
書
及
び
内

閣
府
令
で
定
め
る
添
付
書
類
を
提
出
し
て
、
そ
の
資
格
の
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
及
び
認
定
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書

類
中
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
又
は
重
要
な
事
実
の
記

載
が
欠
け
て
い
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
。

二

次
条
第
二
項
の
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
と
き
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
資
格
の
認
定
（
以
下
「
年

少
射
撃
資
格
の
認
定
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
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す
る
射
撃
指
導
員
を
明
示
し
た
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
七
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
交

付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
許

可
証
」
と
あ
る
の
は
「
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
」
と
、
「
生
じ
た
場
合
」
と
あ

る
の
は
「
生
じ
た
場
合
（
射
撃
指
導
員
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
を
除
く
。
）
」

と
、
「
住
所
地
（
前
条
の
外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
現
在
地
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
）

第
九
条
の
十
四

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
を
受
講
者
と
し
て
、
空
気
銃
の
所
持
に
関
す
る
法
令
及
び
空
気
銃

の
使
用
の
方
法
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
す

る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
講
習

会
の
講
習
を
受
け
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
年
少
射
撃
資
格
講
習

修
了
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
年
少
射
撃
資
格
講
習
修
了
証
明
書
に

つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
第
一
項
の
講
習
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準

用
す
る
。
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（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
失
効
及
び
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
返
納
）

第
九
条
の
十
五

年
少
射
撃
資
格
の
認
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

一

年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
年
少
射
撃
資
格
者
」
と
い

う
。
）
が
死
亡
し
た
場
合

二

年
少
射
撃
資
格
者
が
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
か
ら
そ

の
推
薦
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合

三

年
少
射
撃
資
格
者
が
十
八
歳
に
達
し
た
場
合

四

年
少
射
撃
資
格
者
が
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
六
の
規
定
に
よ
り
所
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け

た
射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
当
該
許

可
が
失
効
し
、
又
は
取
り
消
さ
れ
た
場
合

２

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
許
可
証
」
と
あ
る
の
は

「
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
」
と
、
「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所
在
地
」

と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
「
許
可
が
」
と
あ
る
の
は
「
年
少
射
撃
資
格
の

認
定
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
八
条
第
四
項
の
規
定
は
、
年
少
射
撃
資
格
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
当

該
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
が
失
効
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
の
十
五
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
、
「
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
年
少
射
撃
資
格
認

定
証
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
所
持
の
態
様
に
つ
い
て
の
制
限
）

（
所
持
の
態
様
に
つ
い
て
の
制
限
）
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第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
各
号
の

５

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
銃
砲
に
実
包
、
空
包
又
は
金
属
性

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
銃
砲
に
実
包
、
空
包
又
は
金
属
性

弾
丸
（
以
下
「
実
包
等
」
と
い
う
。
）
を
装
て
ん
し
て
お
い
て
は
な
ら
な
い
。

弾
丸
を
装
て
ん
し
て
お
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
射
撃
技
能
の
維
持
向
上
）

（
射
撃
技
能
の
維
持
向
上
）

第
十
条
の
二

狩
猟
の
用
途
に
供
す
る
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

第
十
条
の
二

る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
狩
猟
期
間
（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
狩
猟
期
間
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
当
該
狩
猟
期
間
内
に
お
い
て
初
め
て

当
該
猟
銃
を
使
用
し
て
狩
猟
を
行
う
前
に
、
指
定
射
撃
場
に
お
い
て
当
該
猟
銃

に
よ
る
射
撃
の
練
習
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
は

の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
猟
銃
に
よ
る
危
害
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

、
猟
銃
に
よ
る
危
害
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関

、
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
に
関
す
る
技
能
を
維
持
向
上
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け

す
る
技
能
を
維
持
向
上
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
銃
砲
の
構
造
及
び
機
能
の
維
持
）

（
銃
砲
の
構
造
及
び
機
能
の
維
持
）

第
十
条
の
三

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
に
係
る
銃
砲

第
十
条
の
三

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
に
係
る
銃
砲

を
当
該
銃
砲
に
係
る
第
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

を
当
該
銃
砲
に
係
る
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に

に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
許
可
に
係
る
銃
砲
を
許
可
に
係
る
用
途
に
供
す
る
場

よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
許
可
に
係
る
銃
砲
を
許
可
に
係
る
用
途
に
供
す
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
銃
砲
等
の
保
管
）

（
銃
砲
の
保
管
）

第
十
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
設
備
に
銃
砲
を
保
管
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
設
備
に

３

前
項
に
規
定
す
る
設
備
に
銃
砲
を
保
管
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
当
該
設
備
に

、
保
管
に
係
る
銃
砲
に
適
合
す
る
実
包
等
を
当
該
銃
砲
と
共
に
保
管
し
て
は
な

、
保
管
に
係
る
銃
砲
に
適
合
す
る
実
包
、
空
包
又
は
金
属
性
弾
丸
を
当
該
銃
砲

ら
な
い
。

と
と
も
に
保
管
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
に
規
定
す
る
設
備
に
銃
砲
を
保
管
す

る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
設
備
の
存
す
る
建
物
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
該
当
す
る
建

物
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
物
の
部
分
）
内
に
、
保

管
に
係
る
銃
砲
に
適
合
す
る
実
包
等
を
保
管
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合

第
十
条
の
五

第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
け
ん
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け

を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
者
に
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
又
は
け
ん
銃
（
当
該

た
者
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
者
に
当
該
許
可
に
係

け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
及
び
当
該
け
ん
銃
に
適
合
す
る
け
ん
銃
実
包
を
含

る
け
ん
銃
、
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
及
び
当
該
け
ん
銃
に
適
合
す
る

む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
管
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
ん
銃
実
包
の
保
管
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た

者
の
う
ち
十
四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
者

二

第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た

者
三

第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
空
気
け
ん
銃
の
所
持
の
許
可
を
受

け
た
者
の
う
ち
十
四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
る
者
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四

第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
を
受

け
た
者

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
空
気
銃
又
は
け
ん
銃
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ろ
に
よ
り
、
け
ん
銃
、
け
ん
銃
部
品
及
び
け
ん
銃
実
包
を
保
管
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
十
条
の
五
の
二

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可

を
受
け
た
者
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
当
該

猟
銃
に
適
合
す
る
実
包
を
製
造
し
、
譲
り
渡
し
、
譲
り
受
け
、
交
付
し
、
交
付

さ
れ
、
消
費
し
、
又
は
廃
棄
し
た
と
き
は
、
当
該
帳
簿
に
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
等
）

（
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
等
）

第
十
条
の
六

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
十
条
の
四
又
は
第
十
条
の
五
の
規

第
十
条
の
六

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
を
保
管

定
に
よ
り
銃
砲
及
び
実
包
等
を
保
管
す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

す
る
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
保
管
の
状
況
に
つ
い
て
必
要

銃
砲
及
び
実
包
等
の
保
管
の
状
況
に
つ
い
て
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
す
る

銃
砲
が
猟
銃
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
盗
難
の
防
止
そ
の
他
危
害
予
防
上
当
該

銃
砲
が
猟
銃
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
盗
難
の
防
止
そ
の
他
危
害
予
防
上
そ
の

猟
銃
又
は
当
該
猟
銃
に
適
合
す
る
実
包
の
保
管
の
状
況
を
調
査
す
る
必
要
が
あ

保
管
の
状
況
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
警
察
職
員
に
、
当
該
猟

に
お
い
て
、
警
察
職
員
に
、
当
該
猟
銃
の
保
管
場
所
に
立
ち
入
り
、
検
査
さ
せ

銃
又
は
当
該
猟
銃
に
適
合
す
る
実
包
の
保
管
場
所
に
立
ち
入
り
、
保
管
設
備
、

、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
条
の
帳
簿
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
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が
で
き
る
。

３
〜
６

（
略
）

３
〜
６

（
略
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
保
管
の
委
託
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
保
管
の
委
託
）

第
十
条
の
八

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
（
第
十

第
十
条
の
八

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
盗

条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
は
、
武
器
等
製
造
法
の
猟
銃

難
の
防
止
そ
の
他
危
害
予
防
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
武
器
等
製
造

等
販
売
事
業
者
又
は
指
定
射
撃
場
、
教
習
射
撃
場
若
し
く
は
練
習
射
撃
場
を
設

法
の
猟
銃
等
販
売
事
業
者
又
は
指
定
射
撃
場
、
教
習
射
撃
場
若
し
く
は
練
習
射

置
す
る
者
で
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け

撃
場
を
設
置
す
る
者
で
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員

出
て
委
託
を
受
け
て
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
保
管
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
も
の
（

会
に
届
け
出
て
委
託
を
受
け
て
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
保
管
す
る
こ
と
を
業
と
す

以
下
「
猟
銃
等
保
管
業
者
」
と
い
う
。
）
に
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃
又
は
空
気

る
も
の
（
以
下
「
猟
銃
等
保
管
業
者
」
と
い
う
。
）
に
当
該
許
可
に
係
る
猟
銃

銃
の
保
管
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
空
気
銃
の
保
管
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
指
示
）

（
指
示
）

第
十
条
の
九

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る

第
十
条
の
九

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
た
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く

許
可
を
受
け
た
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く

は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
又
は
火
薬
類
取
締
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定

は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
又
は
火
薬
類
取
締
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
火
薬
類
に
つ
い
て
同
法
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規

の
適
用
を
受
け
る
火
薬
類
に
つ
い
て
同
法
の
規
定
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
く
処

定
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可

分
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
に
係
る

を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
適
正
な
取
扱
い

銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
適
正
な
取
扱
い
を
行
つ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き

を
行
つ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
危
害
予
防
上
必
要
な

は
、
そ
の
者
に
対
し
、
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す

措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
年
少
射
撃
資
格
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い



- 23 -

て
、
そ
の
者
が
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
六
の
規
定
に
よ
り
所
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
空
気
銃
を
適

正
に
使
用
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
危
害
予
防
上
必

要
な
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
許
可
の
取
消
し
及
び
仮
領
置
）

（
許
可
の
取
消
し
及
び
仮
領
置
）

第
十
一
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許

第
十
一
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

可
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基

づ
く
処
分
（
前
条
第
一
項
の
指
示
を
含
む
。
）
又
は
第
四
条
第
二
項
の
規
定

づ
く
処
分
（
前
条
の
指
示
を
含
む
。
）
又
は
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

に
基
づ
き
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
場
合

き
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
場
合

二

第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
二
号
、
第
十
三
号
又
は
第
十
五

二

第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場

号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

合

三

第
五
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

三

第
五
条
第
一
項
第
五
号
、
第
八
号
、
第
十
号
若
し
く
は
第
十
一
号
又
は
第

つ
た
場
合

五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

四

第
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

五

（
略
）

四

（
略
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て

け
た
者
に
つ
い
て
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
等
又
は
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を

４

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
等
又
は
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を

受
け
た
者
が
、
火
薬
類
取
締
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

受
け
た
者
が
、
火
薬
類
取
締
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
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る
火
薬
類
に
つ
い
て
、
同
法
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ

る
火
薬
類
に
つ
い
て
、
同
法
の
規
定
又
は
同
法
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
場

ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
そ
の

合
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

年
少
射
撃
資
格
者
が
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
た
射
撃
指
導
員
の
監
督
に
従
わ
な
い
で
当
該
許
可
に
係
る
空
気
銃
を
所
持
し

た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
当
該
射
撃
指
導
員
が
同
号
の
規
定

に
よ
り
受
け
た
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
射
撃
指
導

員
が
年
少
射
撃
資
格
者
の
し
た
当
該
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
相
当
の
注
意
を

怠
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
又
は
第
二
項
か
ら
第

６

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
又
は
第
二
項
か
ら
第

四
項
ま
で
の
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産

四
項
ま
で
の
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
人
の
生
命
又
は
財
産
に
対

に
対
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
十
七

す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
十
七
条
第

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
取
消
し
前
に
お
い
て
、
当
該

一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
取
消
し
前
に
お
い
て
、
当
該
許
可

許
可
を
受
け
て
い
る
者
（
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る

を
受
け
て
い
る
者
（
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
場
合

場
合
に
お
い
て
、
同
居
の
親
族
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
居
の
親
族
等
）
に

に
お
い
て
、
同
居
の
親
族
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
居
の
親
族
等
）
に
対
し

対
し
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
銃
砲
若
し
く

当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮

は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
、
又
は
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
保

領
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

管
し
て
い
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
に
あ
つ
て
は
こ
れ
を
仮
領
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

８
・
９

（
略
）

７
・
８

（
略
）

許
可
が
取
り
消
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

許
可
が
取
り
消
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

10

９

は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
速
や
か
に
当
該

は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
速
や
か
に
当
該

銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
た
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
た
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ

11

10

り
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

り
仮
領
置
し
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た

、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た

日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
一
条
第
九
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
第
十
一
条
第
八
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん

第
十
一
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん

銃
の
提
出
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に

銃
の
提
出
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に

よ
り
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
が
あ
る
と
き

よ
り
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
け
ん
銃
部
品

は
、
当
該
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
け
ん
銃
部
品

を
仮
領
置
す
る
も
の
と
す
る
。

を
仮
領
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
第
十
三
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
保
管
し
て
い
る
け
ん
銃
を
仮
領
置
す
る
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
を
保

管
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
仮
領
置
す
る
も
の
と
す

る
。

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
の
提
出
を

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
の
提
出
を

命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
す

命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
け

る
こ
と
が
で
き
た
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
け

ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
け
ん
銃
部
品
を
仮
領
置
す

ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
け
ん
銃
部
品
を
仮
領
置
す

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

３

（
略
）

５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
部
品
を
仮
領
置
し
た
場
合
に
お

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
部
品
を
仮
領
置
し
た
場
合
に
お
い
て
、
許
可

い
て
、
許
可
が
取
り
消
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、

が
取
り
消
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
同
項
の
規
定
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こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
仮
領
置
し
た
け
ん
銃
部
品
を
速
や
か
に
当
該
け
ん
銃
部

に
よ
り
仮
領
置
し
た
け
ん
銃
部
品
を
速
や
か
に
当
該
け
ん
銃
部
品
を
所
持
し
て

品
を
所
持
し
て
い
た
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
た
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定

５

第
八
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

に
よ
り
仮
領
置
し
た
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

り
仮
領
置
し
た
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た

条
第
九
項
中
「
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
日
」

日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

と
あ
る
の
は
「
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
日
」
と
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

「
第
十
一
条
の
二
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

十
一
条
の
二
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
一
条
の
三

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
年
少
射
撃
資
格
者
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
年
少
射
撃

資
格
の
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
二
号
、
第
十
三
号
又
は
第
十
五

号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

二

第
五
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
場
合

三

第
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
年
少
射
撃
資
格
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
（
第
十
条
の
九
第
二
項
の

指
示
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
年
少
射
撃
資
格
の
認

定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
聴
聞
の
方
法
の
特
例
）

（
聴
聞
の
方
法
の
特
例
）

第
十
二
条

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
処
分

第
十
二
条

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
聴
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に
係
る
聴
聞
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
行
政

聞
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
期
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
行
政
手
続
法
（

手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、

知
を
し
、
か
つ
、
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
、
聴
聞
の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る

３

第
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
係
る
聴
聞
の
期

聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
に
お
け
る
審
理
は
、
公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
十
二
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
そ
の
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
医
師
の

診
断
に
基
づ
き
第
五
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
行
う
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
十
二
条
及
び

第
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
報
告
徴
収
等
）

第
十
二
条
の
三

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
を
受
け
た
後
も
引
き
続
き
第
五
条
（
第

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
（
第
一
項
及
び
第
三
項

を
除
く
。
）
の
許
可
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
又
は
年
少
射
撃
資

格
者
が
当
該
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
た
後
も
引
き
続
き
第
九
条
の
十
三

第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
指
定
す
る
医
師
の
診
断
を
受
け
る
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
検
査
）

（
検
査
）

第
十
三
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

第
十
三
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
た
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
当
該
許
可
に
係
る
用
途
に
供
し
て
い
る
か

許
可
を
受
け
た
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
当
該
許
可
に
係
る
用
途
に
供
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
そ
の
他
許
可
を
受
け
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
が
適
正
に
行
わ
れ

ど
う
か
、
そ
の
他
許
可
を
受
け
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
職
員
に

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
職
員
に

、
あ
ら
か
じ
め
日
時
及
び
場
所
を
指
定
し
て
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持

、
あ
ら
か
じ
め
日
時
及
び
場
所
を
指
定
し
て
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持

す
る
者
に
対
し
、
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
、
許
可
証
若
し
く
は
第
十
条
の

す
る
者
に
対
し
、
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
及
び
許
可
証
を
提
示
さ
せ
、
質

五
の
二
の
帳
簿
を
提
示
さ
せ
、
質
問
し
、
又
は
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
、

問
し
、
又
は
当
該
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
及
び
許
可
証
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が

許
可
証
若
し
く
は
当
該
帳
簿
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
に
対

い
て
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
、
内
閣
府
令
で
定

し
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
当

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
猟
銃
又
は
空
気
銃
を
当
該
用
途
に
供
し
て
い
る
か

該
用
途
に
供
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

ど
う
か
に
つ
い
て
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

（
公
務
所
等
へ
の
照
会
）

第
十
三
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
五
条
（
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
二
（
第
一
項
を
除
く
。
）
の
許

可
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
又
は
年
少
射
撃
資
格
者
若
し
く
は
年

少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
九
条
の
十
三
第
一
項
（
第
二

号
を
除
く
。
）
の
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
調
査
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
務
所
、
公
私
の
団
体
そ

の
他
の
関
係
者
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
調
査
を
行
う
間
に
お
け
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
保
管
）

第
十
三
条
の
三

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ

る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
人
に
暴
行
を
加
え
、
又

は
み
だ
り
に
動
物
の
殺
傷
そ
の
他
の
物
の
損
壊
を
す
る
行
為
を
し
、
か
つ
、
そ

の
者
の
こ
れ
ら
の
行
為
そ
の
他
の
異
常
な
又
は
粗
暴
な
言
動
か
ら
判
断
し
て
、

そ
の
者
が
第
五
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
又
は
第
十
八
号
に
該
当
す

る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
規
定
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
受
診
命
令
、
前

条
の
規
定
に
よ
る
照
会
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
当

該
調
査
を
行
う
間
、
そ
の
者
に
当
該
許
可
に
係
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
（
そ
の
者
の
所
在

が
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
居
の
親
族
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
居

の
親
族
等
）
に
対
し
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
提
出
を
命
じ
、
当
該
調
査
を
行

う
間
、
提
出
さ
れ
た
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
第
五
条
第
一
項
第
三
号

か
ら
第
五
号
ま
で
又
は
第
十
八
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
と

き
は
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
速
や
か
に
そ
の
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
保
管
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
が
経
過

し
た
と
き
（
当
該
期
間
が
経
過
す
る
前
に
第
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
仮
領
置
し
た
と
き
を
除
く
。
）
も
、
同
様
と
す
る
。

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
の
提
出
を
命
ず

る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
所
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
け
ん
銃
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部
品
に
つ
い
て
も
提
出
を
命
じ
、
提
出
さ
れ
た
け
ん
銃
部
品
を
保
管
す
る
も
の

と
す
る
。

４

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん
銃
及
び

当
該
け
ん
銃
に
係
る
け
ん
銃
部
品
を
保
管
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
け
ん
銃
を
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
返
還
す
る
と
き
は
、

当
該
け
ん
銃
部
品
に
つ
い
て
も
そ
の
者
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
間
の
連
絡
）

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
間
の
連
絡
）

第
十
三
条
の
四

第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
確
認

第
十
三
条
の
二

第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
確
認

並
び
に
許
可
証
又
は
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
、
再
交
付
及
び
返
納
に

並
び
に
許
可
証
の
書
換
え
、
再
交
付
及
び
返
納
に
関
し
必
要
な
都
道
府
県
公
安

関
し
必
要
な
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
間
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め

委
員
会
の
間
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

る
。

（
譲
渡
の
制
限
）

（
譲
渡
の
制
限
）

第
二
十
一
条
の
二

武
器
等
製
造
法
の
武
器
製
造
事
業
者
、
猟
銃
等
製
造
事
業
者

第
二
十
一
条
の
二

武
器
等
製
造
法
の
武
器
製
造
事
業
者
、
猟
銃
等
製
造
事
業
者

若
し
く
は
猟
銃
等
販
売
事
業
者
又
は
捕
鯨
用
標
識
銃
等
製
造
事
業
者
若
し
く
は

若
し
く
は
猟
銃
等
販
売
事
業
者
又
は
捕
鯨
用
標
識
銃
等
製
造
事
業
者
若
し
く
は

捕
鯨
用
標
識
銃
等
販
売
事
業
者
は
、
第
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
し
が
禁

捕
鯨
用
標
識
銃
等
販
売
事
業
者
は
、
第
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
し
が
禁

止
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所
持

止
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
譲
受
人
が
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
者
に
銃
砲
又
は
刀
剣
類
が
譲
り
渡
さ
れ
る
こ
と

四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し

を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
譲

た
場
合
又
は
譲
受
人
が
第
七
条
第
一
項
の
許
可
証
を
提
示
し
た
場
合
で
な
け
れ

受
人
が
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号

ば
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
（
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

若
し
く
は
第
十
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
又
は
譲
受
人
か
ら
第
七
条
第

を
譲
り
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
項
の
許
可
証
の
提
示
を
受
け
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
（
第

三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
譲
り
渡
し
て
は
な
ら
な
い
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。
２

第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
、
第
八
条
第
六

２

第
四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
、
第
八
条
第
六

項
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
教
習
射
撃
場
若
し
く
は
練
習
射

項
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
教
習
射
撃
場
若
し
く
は
練
習
射

撃
場
を
設
置
す
る
者
は
、
第
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
が

撃
場
を
設
置
す
る
者
は
、
第
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
し
又
は
貸
付
け
が

禁
止
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
所

禁
止
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
譲
受
人
若
し
く
は
借
受
人
が
第
三
条
第
一
項
第
二

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
者
に
銃
砲
又
は
刀
剣
類
が
譲
り
渡
さ
れ
、
又

号
の
二
、
第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
該
当

は
貸
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
又
は
譲
受
人
若
し
く
は
借
受
人
が
第
七
条
第
一
項

定
め
る
方
法
に
よ
り
、
譲
受
人
若
し
く
は
借
受
人
が
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の

の
許
可
証
を
提
示
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
譲
り
渡

二
、
第
四
号
の
四
、
第
四
号
の
五
、
第
八
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
該
当
す
る

し
、
又
は
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

こ
と
を
確
認
し
又
は
譲
受
人
若
し
く
は
借
受
人
か
ら
第
七
条
第
一
項
の
許
可
証

の
提
示
を
受
け
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
当
該
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
譲
り
渡
し
、

又
は
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
許
可
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
及
び
登
録
証
の
携
帯
等
）

（
許
可
証
及
び
登
録
証
の
携
帯
等
）

第
二
十
四
条

銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
、
又
は
運
搬
す
る
者
は
、
当
該
銃
砲

第
二
十
四
条

銃
砲
又
は
刀
剣
類
を
携
帯
し
、
又
は
運
搬
す
る
者
は
、
当
該
銃
砲

又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
又
は
登
録
証
を
常
に
携

又
は
刀
剣
類
に
係
る
許
可
証
又
は
登
録
証
を
常
に
携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

帯
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

２

警
察
官
は
、
前
項
の
規
定
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を

２

警
察
官
は
、
前
項
の
規
定
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
を

携
帯
し
、
又
は
運
搬
す
る
者
に
許
可
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
又
は
登
録
証

携
帯
し
、
又
は
運
搬
す
る
者
に
許
可
証
又
は
登
録
証
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が

の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

３

警
察
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
、
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
又
は
登

３

警
察
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
又
は
登
録
証
の
提
示
を
求
め
る
場

録
証
の
提
示
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け

し
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
猟
銃
安
全
指
導
委
員
）

第
二
十
八
条
の
二

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
継
続
し
て
十
年
以
上
第
四
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員

を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

人
格
及
び
行
動
に
つ
い
て
、
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。

二

職
務
の
遂
行
に
必
要
な
熱
意
及
び
時
間
的
余
裕
を
有
す
る
こ
と
。

三

生
活
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
。

四

健
康
で
活
動
力
を
有
す
る
こ
と
。

２

猟
銃
安
全
指
導
委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者

に
対
し
、
当
該
猟
銃
の
所
持
及
び
使
用
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。

二

警
察
職
員
が
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
猟
銃
の
検
査
に
関
し
、
銃
身

長
の
測
定
そ
の
他
の
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
の
協
力
を
行
う
こ
と
。

三

猟
銃
の
所
持
及
び
使
用
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
民
間
団
体
の
活

動
へ
の
協
力
を
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
猟
銃
の
所
持
及
び
使
用
に
よ
る
危
害
を

防
止
す
る
た
め
の
活
動
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

３

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員
が
前
項
に
掲
げ
る
職
務
を

適
正
に
行
う
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員
に
対
し
、

同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
係
る
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

猟
銃
安
全
指
導
委
員
又
は
猟
銃
安
全
指
導
委
員
で
あ
つ
た
者
は
、
そ
の
職
務

に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

猟
銃
安
全
指
導
委
員
は
、
名
誉
職
と
す
る
。

６

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員
に
対
し
、
そ
の
職
務
の
遂

行
に
必
要
な
研
修
を
行
う
も
の
と
す
る
。

７

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
解
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
と
き
。

二

職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
職
務
を
怠
つ
た
と
き
。

三

猟
銃
安
全
指
導
委
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の
あ
つ
た
と
き
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
猟
銃
安
全
指
導
委
員
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
申
出
）

第
二
十
九
条

何
人
も
、
同
居
す
る
者
若
し
く
は
付
近
に
居
住
す
る
者
又
は
勤
務

第
二
十
九
条

削
除

先
が
同
じ
で
あ
る
者
で
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
す
る
も
の
が
、
そ
の
言
動
そ
の
他

の
事
情
か
ら
当
該
銃
砲
刀
剣
類
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
若

し
く
は
公
共
の
安
全
を
害
し
、
又
は
自
殺
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
料
す
る

と
き
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、

必
要
な
調
査
を
行
い
、
当
該
申
出
の
内
容
が
事
実
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

適
当
な
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。

一

第
四
条
の
二
（
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第

一

第
四
条
の
二
（
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
の
三
第

三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
申
請
書
若
し
く
は
添
付
書
類
又
は
第
九
条
の
十
三

場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
申
請
書
又
は
添
付
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提

第
一
項
の
認
定
申
請
書
若
し
く
は
添
付
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し

出
し
た
者

た
者

二

第
四
条
の
四
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
（
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い

二

第
四
条
の
三
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
条
第
二
項
（
第
九
条
の
十
五
第
二
項

で
、
第
九
条
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
三
項
後
段
（
第
九
条
の
十
第
三
項
に

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
項
、
第
四
項
（
第
九
条
の
十

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
七
第
二
項
（
第
九
条
の
十

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
項
、
第
九

一
第
二
項
及
び
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

条
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
三
項
後
段
（
第
九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準

若
し
く
は
第
五
項
（
第
九
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
の
七
第
二
項
（
第
九
条
の
十
一
第
二
項

む
。
）
、
第
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用

及
び
第
十
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
条
の
四
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第

第
五
項
（
第
九
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

一
項
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
二
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

、
第
二
十
二
条
の
四
、
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違

を
含
む
。
）
、
第
十
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
五
条
第
二
項

反
し
た
者
（
第
三
十
三
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
二
、
第
二
十
二

条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
四
、
第
二
十
三
条
又
は
第
二
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
（
第
三
十
三
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

）
三

第
四
条
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
九
条
の
六
第
三
項
（
第
九
条
の
十
一
第

三

第
四
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
九
条
の
六
第
三
項
（
第
九
条
の
十
一
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
打
刻
命
令
又
は

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
打
刻
命
令
又
は

第
八
条
第
七
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第
十
一

第
八
条
第
七
項
、
第
九
条
の
八
第
三
項
、
第
九
条
の
十
二
第
二
項
、
第
十
一
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条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
二

条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条

項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類
の
提
出
命
令
に
応
じ
な
か
つ

提
出
命
令
に
応
じ
な
か
つ
た
者

た
者

四

第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第

四

第
八
条
の
二
第
二
項
又
は
第
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規

十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
け
ん
銃
部
品
の
提
出
命
令
に
応
じ
な
か

定
に
よ
る
け
ん
銃
部
品
の
提
出
命
令
に
応
じ
な
か
つ
た
者

つ
た
者

五

（
略
）

五

（
略
）

五
の
二

第
十
条
の
五
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に

記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た

者
六

（
略
）

六

（
略
）

七

第
十
三
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
警
察
職
員
が
行
う
銃
砲
若
し
く
は
刀
剣
類

七

第
十
三
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
警
察
職
員
が
行
う
許
可
証
及
び
銃
砲
若
し

、
許
可
証
若
し
く
は
第
十
条
の
五
の
二
の
帳
簿
の
提
示
の
要
求
若
し
く
は
検

く
は
刀
剣
類
の
提
示
の
要
求
若
し
く
は
検
査
又
は
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規

査
又
は
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
行
う
許
可
証
、
年
少

定
に
よ
り
警
察
官
が
行
う
許
可
証
若
し
く
は
登
録
証
の
提
示
の
要
求
を
拒
み

射
撃
資
格
認
定
証
若
し
く
は
登
録
証
の
提
示
の
要
求
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は

、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

忌
避
し
た
者

八

（
略
）

八

（
略
）
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○

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
七
条
関
係
）

別
表
（
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

銃
砲
刀
剣
類
所
持

第
四
条
の
二
第
一
項
（
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第

第
三
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持

第
四
条
の
二
第
一
項
（
第
五
条
の
四
第
三
項
、
第

第
三
条

等
取
締
法
（
昭
和

七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第

等
取
締
法
（
昭
和

七
条
の
三
第
三
項
、
第
九
条
の
五
第
四
項
及
び
第

三
十
三
年
法
律
第

九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

三
十
三
年
法
律
第

九
条
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

六
号
）

む
。
）
及
び
第
九
条
の
十
三
第
一
項

六
号
）

む
。
）

第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
九
条

第
四
条

第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
九
条

第
四
条

の
十
第
二
項
、
第
九
条
の
十
三
第
二
項
及
び
第
十

の
十
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項

五
条
第
一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）


